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これまでに実施した取組

機械科実習カリキュラムの見直し

１年工業基礎

旋盤
フライス盤
アーク溶接
計測測定・鋳造
手仕上げ・板金

旋盤
フライス盤
アーク溶接
ＣＡＤ
手仕上げ・鋳造



機械科実習カリキュラムの見直し

２年実習

旋盤
フライス盤
ガス溶接
ＣＡＤ・ＣＡＭ
シーケンス制御

※項目は変わっていない
が、１年次よりＣＡＤ
実習を取り入れたこと
で、ＣＡＤ・ＣＡＭ実習
の内容を変更した。



機械科実習カリキュラムの見直し

３年実習

切削
NC旋盤
ホブ盤
製作（ﾌﾞｯｸｴﾝﾄﾞ）
マシニングセンタ

切削（NCﾌﾗｲｽ盤）
NC旋盤
ＣＡＤ・ＣＡＭ
ワイヤーカット
マシニングセンタ



産業実務家教員による指導（NC旋盤）

毎週水曜日３年実習・課題研究でご指導いただいた



オープンバッジの取得（２年目、３年目）

旭化成株式会社デジタル共創本部 池田様による講義

１年生５学科の１９５名がレベル１を取得（昨年度８４名）



企業見学
本校機械科では、毎年１，２年生で
企業見学を実施しています。

鍛造体験



マイスター・インターンシップ

生徒の意見

○進路先はすでに決めていたが、自分の中で選択肢が広がった。
○大企業への就職しか考えていなかったが、地元企業の良さを
知ることができ、考えが変わった。
○同じ製造業でも企業によって、ものづくりの考え方が違うこと
に気づき、興味が沸いた。



ものづくり教室（本校エンＬａｂにて）

地元の小学生や住民の方を対象



ものづくり教室（Ｒ５全国産業教育フェアにて）

キーホルダーの製作



サポート会議の実施（月1回開催）
運営委員である水永様の提案で、令和5年4月より月に1度、
本校に集まり開催

内容

・今、実施できていること（マイスターの進捗状況確認）
・来年度に向けての課題や取組事項の確認
・CEO、産業実務家教員、学校、延岡市それぞれの意見

参加者

水永運営委員、元永CEO、野中産業実務家教員、延岡市工業
振興課職員（2名）、本校職員古川の計6名



３年間を通して
『変わったこと』『できるようになったこと』
○特にマイスター・インターンシップに参加した生徒の
進路意識は高まった。（進路に対する視野が広がった）

○CEOや産業実務家教員によって、企業の考え方や世の中の
動きを知ることができ、教員も生徒にも刺激になった。

○『ものづくり教室』を通して、生徒たちが教えられる側から
教える側となり、自ら考えて行動できるようになった。

○入試倍率 Ｒ４ Ｒ５

学校全体
推薦 1.81 2.35

一般 0.96 1.38

機械科
推薦 2.15 2.55

一般 1.10 1.61



これからの課題
○マイスター・インターンシップをはじめ、企業と学校が関係性
を築いていくためには、今の事業を継続することが必要不可欠
であるが、特に学校や市は人の入れ替わりが多いため、どのよ
うに継続していくべきか

○機械科以外の学科へどのように広げていくか
延岡工業高校として、皆で協力して何か１つのことを成し
遂げることはできないか（課題研究など）

○『ものづくり教室』やマイスター・インターンシップにかかる
費用をどのように賄うか

○３Ｄプリンタ等の修理代や消耗品代をどのように賄うか

○どのようにして効率よく業務を削減するか



今後について
○マイスター・インターンシップの継続

○オープンバッジの継続

○さらなる『ものづくり教室』の展開

・今年度お世話になっている企業をはじめ他の企業にも受入の打診を
したい。

・過去２回は講師に来ていただき実施したが、来年度は今回受講した
生徒が講師となって後輩に教える形をとりたい。

・他学科と協力し、学科の魅力を伝えるために小学生や地域の方を
招いた『ものづくり教室』を実施したい。

○通常インターンシップ先の拡大
・元永ＣＥＯが各企業を訪問し、インターンシップ受入企業にＡ４用紙
１枚の計画書をお願いし、目に見える形にしたインターンシップ受入
企業一覧を作成されている。今後、本校のみならず地元の高校や中学
校でも活用できるようなものになることを期待している。



連携の深化
○本事業における関係機関、その連携

○県の動き

○学校の動き

・一般社団法人宮崎県工業会 延岡市 ＩＮＯＢＥＣＨ
・ＣＥＯ 産業実務家教員 運営委員会 事業推進委員会 サポート会議

・「宮崎県デジタル人財育成コンソーシアム」
・「MSEC」高校生探究活動
・「みやざき半導体関連産業人材育成等コンソーシアム」設立

・普通系と産業系の割合から
・人口減少による影響

○人材育成関連
・これまで実施されてきた企業講話・インターシップ・企業説明会から



連携の深化
○管理機関 宮崎県教育庁

○県の動き

○学校の動き

・マイスター・インターンシップ
・テクノフェア・・・産業教育フェア

・ホームページ（県システムの発展的変化）

・これらを踏まえ、県内各エリアでの地域の特色を生かした連携、隣
県との連携へ

○人材育成関連
・実習内容の充実化（スマート専門高校事業・本事業活用）
・ＩＴリテラシーを高める教育活動
・本県のＧＩＧＡスクール事業を活用した1人1台端末活用



○管理機関 宮崎県教育庁
・マイスター・インターンシップ
・テクノフェア・・・産業教育フェア



○人材育成関連
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○県の動き
・「宮崎県デジタル人財育成コンソーシアム」
・「MSEC」高校生探究活動
・「みやざき半導体関連産業人材育成等コンソーシアム」設立



○学校の動き
・県内各エリアでの地域の特色を生かした連携、隣県との連携へ



ご清聴ありがとうございました
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